
順位 県名 商工会名 純増 口数 順位 県名 商工会名 純増 口数

1 福岡県 粕屋町 23.0 1 福岡県 粕屋町 3

2 沖縄県 うるま市 19.0 1 岐阜県 岐南町 3

3 山梨県 韮崎市 14.0 1 福岡県 糸島市 3

4 岐阜県 海津市 13.0 1 鹿児島県 さつま町 3

5 茨城県 神栖市 12.0 5 宮城県 登米みなみ 2

6 福岡県 大野城市 11.0 5 北海道 小平町 2

7 静岡県 吉田町 10.0 5 沖縄県 名護市 2

8 山形県 もがみ南部 9.0 5 北海道 別海町 2

8 茨城県 行方市 9.0 5 山梨県 河口湖 2

8 奈良県 五條市 9.0 5 佐賀県 吉野ヶ里町 2

順位 県名 商工会名 純増 口数 順位 県名 商工会名 純増 口数

1 沖縄県 うるま市 40.0 1 福岡県 糸島市 7

2 岡山県 岡山北 28.5 2 山梨県 昭和町 6

3 山形県 もがみ南部 24.0 3 福岡県 志賀 5

3 沖縄県 国頭村 24.0 4 岐阜県 岐南町 4

5 福岡県 久留米南部 22.0 4 沖縄県 名護市 4

6 栃木県 石橋 19.5 4 岐阜県 揖斐川町 4

7 滋賀県 湖南市 18.0 7 福岡県 粕屋町 3

8 秋田県 にかほ市 17.0 7 茨城県 守谷市 3

9 福岡県 粕屋町 16.0 7 佐賀県 太良町 3

10 茨城県 行方市 14.5 7 宮城県 若柳金成 3

7 宮城県 大崎 3

7 鹿児島県 さつま町 3

7 山梨県 都留市 3

7 沖縄県 豊見城市 3

7 静岡県 天竜 3

7 茨城県 牛久市 3

順位 県名 商工会名 保有 口数 順位 県名 商工会名 保有 口数

1 山梨県 南アルプス市 1374.0 1 福岡県 筑紫野市 107

2 茨城県 行方市 1167.5 2 福岡県 宗像市 102

3 茨城県 つくば市 1103.0 3 福岡県 みやこ町 98

4 茨城県 牛久市 989.0 4 山梨県 南アルプス市 83

5 秋田県 大仙市 884.0 5 茨城県 行方市 81

6 香川県 三豊市 801.5 6 沖縄県 うるま市 79

7 香川県 さぬき市 797.5 7 福岡県 糸島市 78

8 静岡県 伊豆市 772.0 8 沖縄県 糸満市 73

9 香川県 東かがわ市 717.5 9 宮城県 多賀城・七ヶ浜 67

10 静岡県 天竜 662.5 10 福岡県 八女市 63

※口数の換算⇒傷害2000円＝1、傷害3000円＝1.5、傷害4000円＝2、傷害ライト＝1、傷害シニア＝1、がん＝1

Vol.76平成30.7.31発行

１．＜契約純増口数単月ランキング＞平成30年6月1日～平成30年7月1日

２．＜契約純増口数累計ランキング＞平成30年4月1日～平成30年7月1日

3.＜契約保有口数ランキング＞平成30年7月1日現在

平成30年7月1日現在 全国上位10商工会ランキング

≪Vol.76≫

「けが」の補償 「がん」の補償

全国商工会会員福祉共済

今月も色々な
ベスト10の
ランキングを
お届けします！

「けが」の補償 「がん」の補償

「けが」の補償 「がん」の補償



順位 県名 商工会名 加入率

1 福岡県 みやこ町 133.8%

2 岐阜県 下呂市馬瀬 133.3%

3 秋田県 白神八峰 131.2%

4 茨城県 行方市 123.4%

5 青森県 蓬田村 104.8%

6 栃木県 西方 101.8%

7 宮城県 七ケ宿町 97.6%

8 沖縄県 今帰仁村 95.6%

9 栃木県 湯津上 95.0%

10 秋田県 上小阿仁村 94.7%

※　秋田県の傷害の実績については、集計時期が全国版と若干異なります。

順位 県名 商工会名 保有口数 順位 県名 商工会名 受理口数

1 茨城県 鉾田市 278 1 鹿児島県 長島町 47

2 島根県 雲南市 250 2 広島県 沼田町 25

3 茨城県 行方市 238 3 岩手県 西和賀 20

4 富山県 南砺市 222 4 福岡県 新宮町 16

5 島根県 隠岐の島町 163 5 青森県 東通村 15

6 静岡県 天竜 154 6 岩手県 軽米町 12

7 岩手県 洋野町 138 7 静岡県 天竜 9

8 静岡県 湖西市 137 7 愛媛県 北条 9

9 福岡県 宗像市 135 9 茨城県 八千代町 8

10 奈良県 宇陀 129 9 福岡県 春日市 8

4．「けが」の補償+「がん」の補償＜加入率ランキング＞平成30年7月1日現在

※　加入率＝被共済者数/会員数

5．「生命」保障＜保有口数ランキング＞
平成25年10月～平成30年7月13日現在

6．「生命」保障＜新規受理口数ランキング＞
平成30年6月12日～平成30年7月10日ジブラルタ受付分

「けが」＋「がん」（加入率）

大分県では、平成３２年度開催の商工会女性部全国大会（大分大会）の成功を目指し、①女性部の自主財源の

確保②会員事業所の福利厚生の充実③部員全員のさらなる結束を強めることを目的に、今年度は女性部員による

『共済推進事業』を実施しています。

実施するにあたり、まず大分市内にあるホテルにて、平成２６年度に女性部全国大会を成功させた実績のある

福岡県商工会女性部連合会の取り組みから、目標達成に向けた効果的な手法や課題解決策を学びました。

研修会後、商工連から積極的に各商工会女性部の役員会や推進（同行）を支援し取り組んでいるところです。

そこで今回は、県内でも最初に取り組み結果を出している九重町商工会の事例をご紹介させていただきます。

九重町商工会の女性部では、まず役員会を開催し県連から「制度の内容」「無理にお勧めするものでない事」

「会員様の為に作られた共済」について説明し、女性部自身に「制度を理解し、制度の良さを実感」していただ

きました。

その後、親会の役員会で「２年後に開催される女性部全国大会について」と、今回の「県女連共済推進事業」

に対し、役員の理解と協力を女性部長から要請しました。

推進方法としては、地区割りで担当女性部役員を決めて、訪問先を女性部員がリストアップし「女性部役員２

名以上＋商工会職員＋県連職員」で会員事業所へ訪問しました。

その結果、全３日程度の推進で福祉共済制度４８口を獲得する事ができました。

台風シーズンです
風だけでなくそれに伴う大
雨や土砂災害にも注意して
くださいね！
会員の皆さまも職員の皆さ
まもリスクに対する備えを
しっかりしましょうね～

大分県連(女性部）の取り組みを紹介させていただきます

【推進訪問時】

①女性部員から、今回の全国大会及び女性部共済推進事業について

説明を行う。
（※「いい制度だから聞いて」を女性部員が自ら他の会員へ伝えていた）

②県連及び商工会職員が、その事業所にあった制度の説明を行う。

【研修会の様子】

５月２３日 大分市内のホテルにて

「大分県商工会女性部共済推進事業研修会」

が開催されました

商工会だより


